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１．はじめに  

国内外において子どもの慢性疾患は増加傾

向にあるにもかかわらず、慢性疾患の子ども

に対する社会の理解や心理社会的サポート

は乏しい。学校においても、生活習慣病など

の予防教育は行われていても、病気とともに

暮らす人々を理解するような教育はほとん

どなされていない。そこで我々は以前、通常

学級の中学生が病気をもつ子どもを理解し、

その子どもに必要な支援を考えられる指導

法を開発、実践し、その介入効果を明らかに

した1)。本研究の目的は、前回作成した指導

法の改訂版を作成し、その評価をすることで

ある。  

２．方法  

某市立中学校の２年生全６クラス222人を、3クラ

スずつ介入群(111名)と対照群(111名)とに分け

た。介入群には、介入授業の1週間前（以下、

事前）に調査を行った後、授業前日に１型糖尿

病を簡単に説明したパンフレットを配布した。翌

日の授業時間に病気の理解を促す介入授業を

行い、その直後（以下、事後）と１ヵ月後（以下、

１ヵ月後）に事前と同様の調査を行った。対照

群には、介入群と同日に調査（以下、事前）とパ

ンフレットの配布を行い、翌日に調査を行った

（以下、事後）。さらに１ヵ月後（以下、１ヵ月後）

に事前と同様の調査を行った後、介入群と同様

の授業を行った。なお、授業の内容は、グルー

プ活動の内容や指示について、修正を加え

た。  

調査内容は、属性、「病気の友達の理解」「病

気の友達の支援」２項目（100mmのVAS）、「認

知的共感性質問紙（以下、共感性）」（６項目４

件法）である。  

研究の実施にあたり、東京学芸大学倫理審査

委員会審査における承認を得た。また対象校

の管理職ならびに教職員、生徒に対し、研究の

趣旨を説明し同意を得た。  

３．結果と考察  

(1)前回の結果と同様に、病気の理解、病気の

支援、共感性については、介入群と対照群とで

差は見られなかったものの、性別ではすべてに

おいて男子より女子のほうが有意に点が高かっ

た。そのため以後の分析は男女別に行った。  

(2)男子では、「病気の理解」「病気の支援」「共

感性」ともに事前と事後に有意な差がみられた。

また、「病気の理解」「病気の支援」において、

介入群と対照群に主効果ならびに交互作用が

あった。女子では、「病気の理解」と「共感性」に

おいて、事前と事後に有意な差があり、介入群

と対照群に主効果がみられたとともに、交互作

用が示された。男女ともに2変数において交

互作用がみられ介入の効果が示された。  

(3)男女ともに、事前と1カ月後に有意な差はみ

られず、継続効果については課題が残された。  

４．結論  

改訂した指導法は直後効果があり、病気の子ど

もを支援するための指導法として、一般化でき

る可能性が示唆された。  

＊本研究は，平成21年度―平成23年度科学研

究費基盤研究(C)「１型糖尿病を持つ子どもの

学校生活を支援するための教育プログラムの

開発」（研究代表者：竹鼻ゆかり）研究成果の一

部である。  
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